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めどに取りまとめる丘珠空港の将来像の案におい
て、防災機能の強化を柱の一つとするとともに、
防災の重要性や緊急性を考慮し、必要な施策を行
っていきます。

■（仮称）札幌博物館の建設候補地
市長の公約では、ふるさとへの愛着と誇り
を育み、札幌のアイデンティティーを国内

外に発信する「札幌博物館」の整備に向けた検討
を推進するとしています。今後、具体的な検討を
進めるに当たり、建設候補地を明確にする必要が
あると考えますが、いかがですか。

札幌の自然・歴史・文化を体感できる中島
公園は交通利便性も高く、周辺に大規模
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ＩＣＥ施設の建設が決まったことでさらなる集
客性が期待でき、市民だけでなく札幌を訪れた方
にも、博物館を通じて、札幌の独自性や魅力への
理解を深めていただけると考えます。こうしたこ
とから、中島公園が建設候補地としてふさわしい
と考えたところであり、今後、整備・管理手法に
関する検討を進めていきます。

■ 東京2020マラソン・競歩札幌開催の受け入れ
東京2020オリンピック競技大会のマラソ
ン・競歩の会場が急きょ札幌に変更となっ

たことは、関係者や東京都民の皆さまにとって残
念なことだと考えられますが、だからこそ、東京
都の思いを受け止めた上での受け入れの決断に
は、大変な重圧があったものだと想像します。今
回の会場変更を受け入れることとした市長の思い
と、開催に向けた決意を聞かせてください。

今回の会場変更は、東京2020大会全体の
成功を左右する極めて重大なものだと受け

止めるとともに、市民、特に、未来を生きる本市
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■ 自主財源比率の向上
本市の財政状況は、歳入に占める自主財源
の割合である「自主財源比率」が半分以

下であり、国からの財源に大きく依存していま
す。そのため、財政運営の自由度が低く、地域
の実情に合わせた独自の取り組みを進めていく
ための財源を十分に確保できない恐れがあると
考えますが、自主財源比率の向上に向けて、ど
のように取り組むべきだと考えていますか。

まずは市税などの収納率向上に取り組むと
ともに、積極的な企業誘致や民間投資の促

進による経済活性化など、税源の確保につなが
るまちづくりを推進していきます。さらに、外
国人観光客の急増などにより増加する行政需要
に対応するための法定外目的税導入の検討など
に取り組んでいきます。

■ 丘珠空港の防災機能強化
平成28年８月の台風や北海道胆振東部地
震で鉄路、道路および新千歳空港が被災し

た際、丘珠空港が代替交通機関として活躍した
ことは記憶に新しく、本市が昨年実施したアン
ケート調査の結果でも、丘珠空港の重要な役割
として期待されています。丘珠空港の防災機能
の強化について、スピード感を持って進めるべ
きだと考えますが、いかがですか。

丘珠空港は、本市ひいては北海道の防災を
考える上で、極めて重要な役割を担うもの

であり、その防災機能の強化は積極的に取り組
むべきものだと考えています。令和2年の春を
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市政を問う！
～代表質問から～

4人の議員が、市政について
市長などに質問しました。
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の子どもたちにとってかけがえのない財産になる
ものだと考え、重責を担う覚悟で協力の依頼を受
け入れました。これまで準備に励んできた関係者
や、東京での観戦を楽しみにしていた方々の気持
ちに十分応えられるよう、そして、本市での開催
が素晴らしいものだったと評価してもらえるよ
う、全力で取り組んでいきます。

■ 北海道新幹線トンネル発生土の対応
北海道新幹線は、2030年度末までに新函
館北斗・札幌間の開業を目指すことが決定

され、各地方で工事が進行中ですが、市内のトン
ネル発生土のうち、何らかの対策が必要な対策土
は地域住民の理解が得られておらず、受け入れ地
は決まっていません。受け入れ地が確保できなけ
れば、札幌開業に向けた工期全体への影響も懸念
されますが、受け入れ地確保に向けて今後どのよ
うに取り組んでいきますか。

トンネル発生土の受け入れ地を確保するた
めには、地域住民をはじめ市民の皆さまの

理解を得ずにその先に進めることはできないと認
識しています。現在、一度は対象外とした市有地
にも対象を広げて新たな受け入れ候補地となり得
るか否か選定作業を進めており、今後もさまざま
な方策を講じ、札幌開業に遅れが生じないよう全
力で取り組んでいきます。

■ 基幹型地域包括支援センター
市長は公約で、介護や福祉、子育てなど生
活の困りごとを複合的に抱える市民が地

域で自立した生活を送ることができるよう、区
役所を基幹的な相談・支援の拠点として機能強
化を図るとしており、「アクションプラン2019
（案）」では、区に基幹型地域包括支援センター
を設置するとあります。この組織はどのような機
能を担い、設置によって既存の地域包括支援セン
ターの役割はどうなりますか。

基幹型地域包括支援センターは、高齢福祉
や介護にとどまらない複合的な問題に対応
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するため、多分野に渡る関係機関のネットワーク
構築と支援調整を行う直営の組織として各区に設
置するものです。既存の地域包括支援センターの
基本的な役割は変わりませんが、この新たな組織
が後方支援を行うことで、より適切な支援体制が
整うと考えています。

■ 今後の介護保険サービスの提供
高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし
ていくためには、心身の状態や生活状況な

ど、それぞれのニーズに応じた支援が必要です。
今後、高齢化のさらなる進展が見込まれる中で、
介護保険サービスは必要不可欠であり、そのニー
ズは多様化していくと思われます。今後の介護保
険サービスの提供について、どのように考えてい
ますか。

多様なニーズに応じた介護保険サービスの
提供は大変重要だと認識しており、３年に

１度計画を見直し、必要量の見通しを立てて進め
ています。間もなく実施する市民アンケートや各
種統計データなどをもとに、より細やかに実態を
把握し、高齢者が住み慣れた地域で暮らしていけ
るよう、引き続き、ニーズに応じたサービス提供
に努めていきます。

■ 子育て世代にやさしい公園づくり
子育て世代にとって公園に対するニーズは
非常に高く、子育て世帯が増加している都

心やその周辺でも本市は公園づくりを進めていく
こととしています。しかし、このような地域は用
地確保が困難で地価も高く、課題が多いと考えま
すが、どのように公園整備を進めていきますか。

都心やその周辺では、これまで公的施設の
跡地などを活用しながら、街区公園の整備
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考えています。今後、縄文遺跡を有する他の自治
体などと連携し、丘珠縄文遺跡でのイベントの機
会などを捉えて、周知ＰＲの強化などに取り組む
とともに、市内にもさまざまな遺跡があることを
広く市民に発信していきます。

■「心のバリアフリー」の推進
市民一人一人が障がいのある方に対する理
解を深め、思いやりを持って手を差し伸べ

る「心のバリアフリー」のさらなる推進に向け
て、より多くの方にその考え方を浸透させるよう
な普及啓発活動が重要だと考えますが、どのよう
に取り組んでいくつもりですか。

援助や配慮を必要とする方への理解が深ま
るよう、まずはヘルプマークの周知徹底を

進めることが重要だと考えています。さらに、心
のバリアフリー啓発のための新たなシンボルマー
クを公募し、障がいのある方も含めた選考委員会
で選定しました。今後はこのマークの周知ととも
に新たな取り組みも行い、心のバリアフリー推進
を図っていきます。

■ 特別支援教育を担当する教員の専門性向上
特別な教育的支援を必要とする子どもの障が
いの状況や程度などはより一層多様化してい

るため、特別支援教育を担当する教員は、単に障が
いを理解しているだけでなく、一人一人の障がいに
応じた適切な指導方法を選択し、実践する力が求め
られていると考えます。本市では、特別支援教育を
担当する教員の専門性向上のために現在どのような
取り組みを行っており、今後はどのように取り組ん
でいきますか。

これまで、障がいに応じた専門研修の開催
や、特別支援教育の先進事例などを定期的

に研究、協議する機会を設けるなど、教員の資質
向上に努めてきました。今後は、教員自らがより

を進めてきましたが、いまだ公園が不足した地域
が存在している状況です。このため、重点的に街
区公園の整備を行うとともに、民間再開発による
みどりのオープンスペースなども活用し、着実な
公園整備につなげていきます。

■ Ｓ
エスディージーズ
ＤＧｓ未来都市としての共生社会実現
「誰一人取り残さない」社会の実現を目指
すという、国連の持続可能な開発目標（Ｓ

ＤＧｓ）は非常に重要なものだと考えており、市
長が掲げる「未来のさっぽろ」の実現に向けて
も、年齢や性別、障がいの有無、国籍などに関わ
らず、全員参加型の共生社会を目指していくこと
が必要だと考えます。本市は、ＳＤＧｓ未来都市
として、共生社会の実現に向けて今後どのように
取り組んでいきますか。

今回策定する「アクションプラン2019」
では、地域包括ケア体制の拡充やバリアフ

リー化の推進など、全ての市民が安心して暮らせ
る街の実現に向けた取り組みに力を入れたほか、
外国人観光客の受け入れ環境整備や外国人相談窓
口の設置・運営といった外国人の暮らしの支援に
も取り組むこととしています。これらの取り組み
を着実に推進し、誰もが孤立することなく積極的
に社会に参加し、安心して暮らすことができる街
を目指していきます。

■「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録
今年７月、「北海道・北東北の縄文遺跡
群」が、国の文化審議会で次の世界遺産推

薦候補に選定されました。本市にその構成資産は
ありませんが、丘珠縄文遺跡など、素晴らしい文
化遺産があると思っています。本市は、縄文遺跡
群の世界遺産登録に向けて、今後どのように関わ
っていきますか。

縄文遺跡群が世界遺産に登録されること
で、北海道全体の観光が盛り上がり、関連

産業への波及効果も期待できるため、登録実現に
向け、北海道一丸となっての取り組みが必要だと
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主体的に実践的指導力を高められるよう、教員の
育成指標を年度内に策定し、経験年数に応じて身
に付けるべき資質などを明確にすることとしてい
ます。併せて、大学や病院との連携などにより研
修内容を充実させ、専門性のさらなる向上に努め
ていきます。

■ 豊平川の災害対策
豊平川は、市街地付近では急流となってお
り、大雨が降ると水が勢いよく流れるた

め、氾濫が起きやすい特徴があり、1981年には
大洪水が２回発生しています。本市は、この豊平
川の特徴、とりわけ、市内中心部を大きく曲がる
幌平橋付近から東橋付近までの特性についてどう
認識し、対策をとっていますか。

河川管理者である国が策定した新たな洪水
浸水想定においては、ご指摘の区間を含む

さまざまな箇所で、堤防の破堤による洪水や河岸
浸食の可能性があると想定されています。このた
め、本市ではこの浸水想定に対応したハザードマ
ップの策定や指定緊急避難場所の指定を行うとと
もに、地下施設における「避難確保計画」や「浸
水防止計画」の策定支援などを推進しているとこ
ろです。

■ パブリックコメントの課題認識と実施方法
本市が実施しているパブリックコメント
の周知方法はホームページでの公開や市

役所・区役所での配布などのため、意識して
アクセスしない限り市民が知ることはできない
上、意見募集期間はどれも30日間で、法で定
められた最低期間にとどまっています。そのた
め、意見提出者数は市民全体のうちのわずかな
数であり、市民にほとんど利用されてないとい

う課題があると考えますが、いかがですか。ま
た、期間の延長など市民意見の把握に努めるべ
きだと考えますが、いかがですか。

パブリックコメントでは一定数の意見を頂
いており、市民参加の手法の一つとして機

能しているものだと考えています。今後も意見募
集の際には、資料や配布場所の工夫、募集期間の
延長など、市民にとって意見を提出しやすいもの
になるよう努めていきます。

■ 市営住宅の活用
大阪府では、公営住宅を高齢者や障がい者
のグループホームやケアホームなどに活用

することを政策として位置づけ、広く進めていま
す。本市においても、介護や医療、福祉分野での
市営住宅の活用を進めるべきだと考えますが、い
かがですか。

市営住宅の活用は、それぞれの地域の実情
やニーズに応じて実施するべきものだと認

識しています。既存の市営住宅を目的外使用で活
用する場合には課題もありますが、社会福祉法人
などの要請があれば、他の地方公共団体の事例も
参考に対応していきます。

■ 待機児童問題
保育所に入れる見込みがないため仕方なく
幼稚園を選択した場合など、国定義には含

まれない待機児童は数多くおり、依然として保育
環境の整備には課題があります。安心して預けら
れる認可保育所の充実により、待機児童をなくし
てほしいというのが、子育て世代とその親の願い
であり、将来子どもが生まれても働きたいと考え
る女性にも希望を与えることにつながると考えま
すが、いかがですか。

本市では、多様化する保育ニーズに対し
て、「新・さっぽろ子ども未来プラン」に

基づき、幼稚園の認定こども園への移行や、既存
施設の増改築に伴う定員増、認可保育所の新設な
どといったさまざまな手法により整備を行ってき
ました。引き続き、保育を必要とする家庭のニー
ズを踏まえ、適切な保育サービスの供給確保に努
めていきます。
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